フジワラキョウ ト ニホン コダイ トジョウ ノ ゲンリュウ by 佐藤 信 & Sato Makoto
東アジア古代の都城の源流
講演ll佐藤信「藤原京と日本古代都城の源流」
（拍手）ご紹介いただきました佐藤信です。先ほど、王維坤先生の大変詳しい、平城京と階
唐長安城との比較研究の成果のお話をうかがって感銘したところなのですが、私の方は大変
大雑把な話で「藤原京と日本古代都城の源流」というテーマでお話しいたします。藤原京と
日本の古代都城の背景といったお話をさせていただきたいと思います。見渡しますと、専門
家の先生方もお見えなので、ちょっと恥ずかしいところがありますが、お許しいただきたい
と思います。私は、東アジア古代の都市という枠組の中で、日本における最初の本格的な都
市として藤原京を見るという立場でお話ししようと思います。そこで、最初に東アジア古代
都市についての全体的なお話をしておきたいと思います。
　日本の古代都市については、日本の古代都市、古代都城が、日本の王侯貴族の宿営地的な
性格をもつということで、都市として大変未成熟なものであったということがかつては強調
されていました。日本の古代の都城は独自の経済的基盤をもたない、あるいは自立的な都市
民をもたないという点、上から政治的に設定された存在である、という限界が強く指摘され
たわけです。例えば平城宮が長岡京・平安京に遷都しますと、50年ほどの間に水田化してし
まう。平城京がじきに水田化してしまうというような歴史的事実を受けて、都市としての基
盤が整ってなかったということが指摘されたわけでして、実際日本の古代都城というのは
都市の中に入らない、都市概念に入らないのだとまで言われておりました。私もそういうこ
とを言っていた時代がございます。
　しかしユ960年代から本格的に、特に平城宮が中心となって、日本の古代都城の発掘調査が
格段と進むようになりました。これは、開発が増えて、発掘調査件数が増えたということで
もありまして、その分遺跡の破壊が進んだということでもあるのですが、それとは裏腹に、
日本の古代都城の、あるいは古代都市の、都市社会の実像が考古学的に明らかになってきた
と言っていいと思います。今日では、世界の古代都市の中でも、平城京ほど精密な発掘調査
の成果が積み上がった都市というのはそう多くはないだろうと、私は思っております。そこ
では、大量の人口が一平城京の場合は10万人、藤原京の場合は3万人と言われております
が一集中し、富が集中し、その中に社会的な諸階層が存在して、社会的な分業も展開して
いるというようなこと、そして流通が進展し、多くの都市民衆の生活が営まれていたという
ことが、発掘成果としてわかるようになってきました。
　これによって、それ以前の段階では、主に、ヨーロッパの中世都市などを中心とした都市
観といいましょうか、そういう都市概念で東アジアの前近代の都市もつかまえようとしてい
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たものと、大雑把に言うとそう考えますが、そういうことではなく、都市であるかないかと
いう議論の前に、都市的な場の実態を問題にすることが可能になったのです。私も平城京を
発掘しておりましたころ、日本の古代都城というのは、都市の中には入らないけれども都市
的景観をもっているというような表現をしたことがあります。けれども、今では私は、日本
古代の都城では、東アジア的な特徴をもつ古代都市であると見ていいだろうと思っておりま
す。都市の概念をふりかざして切ってすてるのではなくて、実態としての都市の実像から都
市を考えていこうという立場になっております。それに応じて、私は都市性とかあるいは都
市的要素、どのような都市的要素をもっているかということで、実態としての都市を見てい
けばよいと考えます。都市でないと言ってしまったら、そこから先はもう都市の研究が進ま
ないということになってしまいますので、そういう都市性、都市的要素がどのように見られ
るのかという視点で古代都城を見ていきたいと、今では思っております。
　もちろん、独自の経済基盤がないとか、あるいは、商工業者、商人が政治・宗教から自立
していないというような点では、東アジアの古代都市はある意味で未熟性をもつと言ってい
いと思います。その指摘はたしかであると思いますけれども、逆に言うと、そういった諸要
素が古代都市の東アジア的な特徴だというように言い換えることができるのではないかと考
えております。そこで、日本で初めて本格的に営まれた藤原京、そしてその源流あるいは背
景としての東アジアの古代都市、中国・朝鮮における古代の都城について、その構成の特質
あるいは造形的な伝統を、ちょっと大雑把でありますけどもたどってみたいと思います。
（1）
　最初に、中国の都城につきましては、先ほど王維坤先生のお話を得て、いろいろと勉強に
なったわけですけれども、私たちがまず最初に扱うのは、理想型あるいは理念型としての
『周礼』の考工記です。王維坤先生のお話の中にも、レジュメの1枚目の図3に『三礼図』
の中の周王城図というのがありまして、西周時代の都城プランとしてご紹介がありました。
これは周の時代の理想型を表すというように私などは思っているのですが、現実かどうかと
いう点はまたちょっと問題があるのかもしれませんが、『周礼』考工記という本の中にこう
書いてあります。
　　王城は九里四方で、各面に三門を造る。王城の中は縦横それぞれ九本の通りを造る。縦
　　の通りは道幅九車線。王宮の左に宗廟、右に社稜を造る。王宮の南側を朝廷とし、北側
　　に市を置く。市と朝廷はそれぞれ百歩四方の広さとする。
こうした規定があるわけです。これは、王城が九里四方で城壁をもって、その中央に宮闘が
位置する。城内には、一般的な集落や農村では見られないほどの立派な幅広の道路が、方格
状に走る。天子の祖先神をまつる宗廟、土地・生産の神をまつる社稜がその都城の中にある。
そして天子は南面して、その王宮の南に朝廷の広場があり、国家的な交易の場である市は王
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宮の北側に位置するということなどが、この基本的な王都の王城、都城の理念として考えら
れていたということがわかります。
　日本における本格的な古代都城としては、初めてのものとして藤原京、その次に平城京と
いうように見ることができると思いますが、その同時代の中国の都城としては、王先生のお
話にあったように、長安・洛陽という唐の都を考えていいと思います。ところが、先ほど見
たように、四角い形をして、方形の城壁に囲まれて、門が各方面三門ずつ開いて幅広の道路
が方格状に走って王宮の南に朝廷があり、北に市がある、社稜・宗廟があるというような理
念型と、王先生のお話にもあった唐長安城のあり方というのは、かなり違うところがあるの
です。宮城・皇城が中央にないわけで、一番北に位置する。それを北に宮閾があるというこ
とから北閾型と呼んだりしますけれども、かつての儒教的な理念と言ってもいいのかもしれ
ないその都城のあり方とは違う形になっている。これまでの研究では、中国の歴史の中で北
方民族の影響を受けて、北朝、南北朝時代を経て、そういう形になったと言われていますよ
うに、伝統的な理念ではないタイプの都城である。先行する北魏洛陽城などとともに、宮闘
が北に位置している北關型であるということになります。北闘型になるとどうなるかという
と、本来は「面朝後市」と言いまして、王宮の南に朝廷があって市場は後ろにある、北にあ
るというプランが、北闘型では市場が南になるわけです。先ほどのお話にあったように、東
の市・西の市は王宮よりも南に位置するようになってくる。いわば天子の、皇帝の背中側で
は交易をしないということになってくるとも思います。
　それからもう一つは、唐では都城が一つではないということも大きな特徴と私は思います
が、日本の場合でもそれを取り入れて、奈良時代でいえぱ平城京が首都で、副都、陪都とし
て難波京があったということになります。あるいはそれに、紫香楽京なども、第三の都とす
る考え方がございます。今申しましたように、中国の場合は、伝統的なタイプの都城と新し
いタイプの都城があって、先ほどの王先生のお話ではっきりしましたように、平城京の場合
は、その新しいタイプの階唐の長安城の影響を大変よく受けていると言えるものと思ってい
ます。ただし、藤原京はその場合どうかということになってくるわけです。それについては、
のちにお話しいたします。
　次に、朝鮮半島の都城はどうかということを考えておきます。高句麗・百済・新羅という
三国が、7世紀の後半までお互いに熾烈な戦いを繰り広げながら存在していた諸国でありま
す。高句麗の平壌城の場合は、大同江という大きな川に沿っています。これは中国の洛陽な
どもそうだと思いますが、朝鮮半島の都城は大きな川に面しています。大河を、ある意味で
は、防衛線として取り込むということだと思います。その大同江に面した同じ場所ですぐ近
くの長安城に586年に遷都して、668年に唐の遠征軍によって滅亡するということになる。こ
の同じ平壌の場所に営まれた平壌城・長安城はいずれも近接したところにあるわけですが、
それぞれ山城とセットになっていることが、もう一つ特徴であると思います。大きな川に面
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して、山城とセットになっている。関野貞さんの説によれば、586年からの長安城の場合は、
今日の平壌市に位置する王城が山城であって、南の条坊制をもつ都市域、羅城があって条坊
制をもつ都市域のセットで大同江に面する、ということが指摘できるわけです。
　百済（ヒャクサイ）の場合はどうかというと、都は最初今のソウルにあった漢城でした。
その後、457年に高句麗の南下の影響を受けて南の公州に475年に遷都し、さらに扶余（扶鯨）
に再び遷都をし、扶余で660年の滅亡を迎えるという歴史があります。漢城時代の5世紀後
半までの百済の王都の遺跡というのは、いくつかの防御施設に取り囲まれた集落といいま
しょうか、「土城」と呼んでいますけれども、風納土城ですとか夢村土城と呼ばれているよ
うな土城が見つかって発掘されています。また、王墓群が発掘調査されて整備されておりま
すけれども、全体の都城の様子というのは今ひとつわかっていません。これはソウルの市街
地の下に埋もれておりますので、つかめていないのだと思います。それに対して公州、それ
から扶余のほうでは、最近ようやく発掘調査の成果が大分上がってきているように思います
が、ただし全体像はまだなかなか見えてこないというふうに思います。公州では、一部に羅
城の存在も指摘されるのでありますけれども、やはり都城の遺跡についてはまだまだこれか
らの調査に負うだろうと思います。
　百済の場合は、扶蝕の都城が一番よくわかっています。北に錦江が大きな河川として流れ
ていて、それに面して扶蘇山という山があります。それが扶蘇山城という山城であり、その
南面、南側のやや高い位置に王宮を営んだというように今のところ考えられております。そ
こから真南に、朱雀の道が延びて、かなり南に行ったところで宮南池と称する遺跡がある。
それら全体を羅城で取り囲んだろうということで、少なくとも北西部と東の側では、羅城と
いわれている高まりが一部確認されているようです。ですからこれは平壌城とちょっと似た
感じで、やはり錦江の大河に面する山城があり、その南に羅城に取り囲まれるような形で、
方格地割をもつ都市域が広がっているということになるわけでありまして、似た構成をとる
のではないかと思っております。その朱雀大路の東側に接する形で定林寺という百済時代の
古代寺院跡がありまして、そこには百済時代の有名な石塔が立っておりまして、これには、
百済を滅ぼした唐の将軍にちなんだ「平百済塔」という銘文があります。文字を第一層目の
四方に刻んでおり、ご覧になった方もいるかと思います。都城の一番北に、扶蘇山城があっ
て、その南面、南斜面に王宮が位置したと考えられておりますので、ある意味では、扶鯨の
場合は、北闘型のように見ることができます。ただし、平壌城にしても扶鯨にしましても、
全体のプランが方形ではないのです。一部確認されてはいる羅城も、自然地形を取り込んだ
形で羅城があったかと思われます。全体が方形のプランをもつものではないというのが朝鮮
半島の都城の特徴であると言っていいと思います。
　さて、新羅の慶州の場合はどうかというと、新羅の場合は、4世紀はじめころから935年
に滅亡するまでの間、非常に長期にわたって慶州の都を存続させた国であります。これに
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よって、慶州の都はかなり重層的に遺跡が見つかると言っていいと思います。三国時代から
統一新羅時代、日本の都城と比較できるような時代では、王城である月城を中心としまして
一王城である月城も堀と小高い高まりをもったお城でもあるということですけれども、そ
れを中心に据えて一、慶州盆地にかなり広い範囲で条坊制が敷かれています。その条坊制
の中で、王宮の東側を南北に走る中心道路に接する形で、有名な離宮としての雁鴨池（アナ
プチ）や、さらにその北方東側に巨大な寺院であります皇龍寺、あるいは券皇寺といった寺
院群が、条坊制の中に位置しています。
　この慶州の条坊制のあり方は、最近の発掘調査で、北川という川が東西に流れているので
すが、それをさらに北に渡ったところからも条坊制の道路の遺構が見つかっており、かなり
広域にわたったことが知られています。それと、条坊道路の方位が、最初から統一的な条坊
プランに沿ってあらかじめ全部設定したというものではなくて、だんだんと拡大して、拡大
する時にちょっとずつ方位が振れるというような形で、条坊制が拡大していったというよう
に考えられます。そして、その中では今の慶州国立博物館のすぐ北に位置している月城が、
条坊制の都市域の中でやはりほぼ中心に位置するということになります。先ほど、扶鯨が北
闘型かもしれないと言いましたが、慶州の場合には中央宮闘型に近い構成といっていいかも
しれません。
　しかし、慶州の場合も方形のプランをとるということはありません。羅城も持っておりま
せん。慶州の場合は、周りの南山新城とか明活山城というさまざまな山城が、慶州盆地を取
り囲む四方の山に築かれて、その峰々の連なりが慶州の防衛ラインとなるような都市である
と言っていいと思います。また、慶州の場合には、月城のすぐ北に、これは今は古墳公園
「大陵園」と呼ばれていますが、都城の中心に近いところに古墳群が位置しています。「大陵
園」以外にも古墳群があちこちにありまして、・つまり都城の中に古墳群が堂々と位置してい
る。これは、日本の古代都城では、一部にはあるものの、そう数があるとは考えにくいこと
です。おそらく中国の同時代の都城とも違うのだろうと思いますが、その点は慶州が長期に
わたってだんだんと拡大していった王都であるということと関係するのではないかと思って
おります。
　以上のように、朝鮮半島の7世紀から8世紀にかけての古代都城は、王城と山城が一体化
していること、そして大きな河川に面していること、それから羅城、あるいは羅城でない場
合は、周りの山々の山城による防衛線で囲まれているというようなこと、方形のプランをと
らないということ、以上申し上げたようなことが、朝鮮半島の7世紀～8世紀の都城の特徴
であろうと私は思っております。朝鮮半島の場合は特に風水説によって都城の地を選んだと
いうことも指摘されています。
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（2）
　さて、日本で初めての本格的な都城である藤原京についてのお話に移りたいと思います。
藤原京は天武天皇のころに造営が始まり、持統天皇の時代に完成して、694年から710年まで
三代の天皇にわたる16年間の都であったという都城です。藤原京以前には6世紀末から飛鳥
地方で代々大王宮が営まれておりました。推古天皇以来、飛鳥の狭い盆地の中に代々の天皇
が相次いで大王宮を営みましたので、そこに倭王権の朝廷の役所組織が集中的に配置される。
例えば、時計台としての水落遺跡とか、迎賓館としての石神遺跡ですとか、そういったもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこ
が営まれるというようなことになりますので、都的な空間としての景観が広まったというこ
ともできます。ただし、この時代の大王宮は、一代一度の王宮でありまして、また、大王宮
とは別にそれぞれの有力王族や有力な中央豪族が自分の邸宅を営んでいました。例えば、推
古天皇の時代に厩戸王、いわゆる聖徳太子は、かなり離れた地に斑鳩宮を営んでいたわけで
して、大王宮を中心としたある意味で一元的な世界としての都城といったようなものが実現
していたわけではないのです。
　そこで、藤原京の歴史的な特徴として、三つほど上げておきたいと思います。今申しまし
たように、藤原宮の場合にはそれまでの大王宮時代とは違って、藤原宮の周囲の京域に、東
西南北に碁盤の目状に街路が走る条坊制が施行されているということです。それは、それま
での大王宮だけの場合とは違って、京域が設けられたということになります。宮と京という
のは違うわけで、王宮の周りに京域が設定されて、その京域には、それまでは独自に邸宅を
営んでいた有力な王族の宮である「皇子宮」が取り込まれる。「皇子宮」は、かつてはその
有力な王族が即位すればそこが大王宮になったわけです。ところが藤原京では、藤原宮にお
いて代々の天皇が三代にわたって固定した都を営むということになったわけです。そのよう
に固定した都になったということが二番目であります。一番目は、京域を造って、そこに、
それまで独自に邸宅を営んでいた有力王族や有力な中央豪族を集住させるということが行わ
れたわけです。藤原京では宅地班給が行われておりまして、大臣はどれだけという形でラン
クを付けまして、宅地班給をしていますので、班給された京内の宅地に有力な王族や豪族た
ちが、屋敷を構えるということになるわけです。天皇の膝元に住まなくてはいけなくなると
いうことになります。これは、大きな変化であるということです。それが一番目の特徴です。
　三番目の特徴は、藤原宮におきまして、初めて儀式・政務の中心的な場の大極殿や朝堂院
の宮殿建築に、礎石立ち・瓦葺の建物が導入される。それまでは、例えば飛鳥板葺宮などと
いう名前をご存知だと思いますけれども、瓦葺の建物を造れなくて、板葺などの建物でした。
板葺きといっても本当は充分立派な宮殿建築なのですが、藤原宮で初めて、大極殿・朝堂院
等が、地面に穴を掘って柱を立てる従来の掘立柱ではなくて、礎石の上に柱を立てて瓦で屋
根を葺く建築方式となります。瓦は大変な重量なので、支えるためには、基礎の地業をちゃ
んとして、基壇もしっかりと版築しておかなくてはならないわけです。礎石の上に柱を立て
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ないと、不同沈下してしまうということになりますが、そういう大陸風の建築技法を導入す
る。以上の三点のように、まとめられるように、それまでの大王宮から都城へという変化が
藤原京で起きていると思っております。
　藤原京を造り始めたのは天武天皇であります。672年の壬申の乱では、大海人皇子、天武
天皇は圧倒的に不利な立場にあったと私は思いますが、圧倒的に有力だった近江朝廷側の大
友皇子に打ち勝ってしまったわけです。この壬申の乱の際に、近江朝廷側に畿内の有力豪族
は皆ついておりましたから、壬申の乱に打ち勝った天武天皇は、それまでのように中央豪族
に気を遣いながら大王権力を行使するということをしなくてすむ。カリスマ性を獲得して、
専制的な権威・権力を持つことができた。そういう時代に、初めて都城というものができて
くる。藤原京が造営され始めるということになってくるわけです。
　また、天武天皇につきましては、『万葉集』に「大君は神にしませば赤駒のはらばふ田井
を都となしつ」という歌が歌われているように、「大君は神にしませば」という表現がこの
時代に初めて出てくるわけでして、天皇が神格視されるということも天武天皇から始まると
言っていいと思います。かつて大王の時代には、大王陵、天皇陵の壮大な古墳が、大和や河
内、奈良盆地や大阪平野に営まれました。大山古墳（伝仁徳陵古墳）などは、世界的に見て
も相当規模の大王陵だと言っていいと思います。『日本書紀』を見ると、奈良盆地南の箸墓
の場合には「昼は人が造って、夜は神が造った」という物語が記載されております。このよ
うな大規模な前方後円墳は、とても人力ではできない。夜は神が造ったのでようやく出来た
のだろうと　　実際には民衆が造ったわけですが　　、大王陵を造ることによって、かつて
は大王の権威を誇り、さらに王位継承を図っていったと考えていいと思います。それに変
わってこの段階になりますと、壮大な都城を造ることによって、その天皇の権威を飾る、確
立するということになっていったものと私は思っております。それまでの皇子宮、あるいは
蘇我蝦夷や入鹿が営んだ甘樫丘の邸宅などは、御門（ミカド）と称する門を持っていたよう
に、かなり大王宮に匹敵する力、構えを持つ邸宅を営みえた時代が、7世紀前半くらいまで
あったと思いますが、この天武天皇の時代に藤原京ができることによって、天皇の権威と、
中央の有力豪族や有力皇族との格差ができてくると言っていいと思います。それはちょうど
天皇制の成立と重なってくるということになると思います。天皇の称号につきましても、最
も古く遡る「天皇」の確実な記載例が、飛鳥池遺跡から出土した天武天皇時代の木簡である
ように、そういう律令制に向けて中央集権的な国家体制が形作られるさまざまな動向の中の、
一つの有力な柱として、都城というものが藤原京で営まれていったというように考えており
ます。
　『万葉集』に「藤原宮の役民の歌」という歌があります。藤原宮を造る時に、動員された
民衆が作った歌で、基本的には、「都褒め」の歌なのですけれども、都を神が造るとしてい
ます。神が造るというのは、天皇が造るということです一本当は民衆が造っているのです
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が一。そういう意識とオーバーラップするのだろうと思います。そういう大規模な都造り
は、労働力をかなり高度に編成しないと成功できません。技術的にも条坊制の街路プランを
どう割り付けるかということをはじめとして、先ほど申し上げたように、王宮の中で礎石建
ち・瓦葺の建物を造るというような、技術的にもかなり高度なものが必要なだけでなく、そ
れに見合った大量の役民を編成して、その役民たちを支えて、食わせていかなくてはいけな
い。そのためには、宮内や都城の地だけではとても米が足りませんから、地方から運ばせて、
それをちゃんと役民に配布するという財政体系、あるいは官僚制の体系が出来なくてはなら
ないわけです。ですから私は、この藤原京造営によって、造営をきっかけにして官僚制もで
きてくる一官僚制ができたから藤原京ができたという面もありますが、それと同時に、藤
原京を造る過程で官僚制ができていく　　というように考えています。大規模な都城の造営
自身が、中央集権的な国家体制の形成に跳ね返っていくものと思います。
　藤原京内にはまた大官大寺や本薬師寺をはじめとして、多数の寺院が伽藍を誇っていまし
た。これもまた都を飾る、荘厳する機能を果たしたというように思います。平城京の場合、
『続日本紀』の中に都城は壮麗でなければならないという記事があるんですけれども、これは
壮麗でなければ外国の人々や国内の地方豪族や民衆に対して、天皇の威徳を示すことができ
ないという脈絡の中で記載されております。この時代、例えば関東地方では竪穴式住居の集
落に住んでいた民衆が、都に上った際には、大官大寺は九重塔ですから、超高層のタワーを
見上げることになるわけです。そういう形で、天皇の威厳というものを、国内の四方に示す
ということが、都城の役割でもあったと考えます。いわば都城というものは中央集権の支配
の道具でもあるわけです。律令の法体系なども中央集権的な国家を支える支配のシステムで
あるわけですけれども、私は都城自身もそういう支配システムの一つと見ることができるだ
ろうと思っています。
　藤原京の造形としましては、王維坤先生の図をお借りして恐縮ですが、第1図に、かつて
岸俊男先生が指摘された、藤原京の図が入っております。しかし、今日では藤原京は、この
岸先生が指摘された範囲よりも広いと考えられています。岸先生は、横大路と中ッ道と下ツ
道と山田道に取り囲まれた範囲に、藤原京を考えておられたわけです。今申し上げた四つの
古道が藤原京時代でも有力な機能を果たしたことは間違いないので、岸説が意味を失ったわ
けではないのですが、発掘調査によってより広域の京極も見つかっておりますので、今日で
はより広範囲で、場合によったら平城京よりも広い京域を持つ、藤原京が営まれていたこと
が明らかになってきています。
　このプランは、発掘の成果では、やはり当初から藤原京のプランであったと見ていいとい
うことになっています。そうしますと、先ほどは王維坤先生が平城京の源流は長安城である
ということを明快に指摘されたわけですけれども、藤原京はちょっと違うことになります。
先ほどお話しましたように、どちらかと言うと中央宮閾型になります。北關型ではなく、四
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角い形をする　　周辺はかなり丘陵部に入ってしまうわけですけれども一、どちらかとい
いますと『周礼』考工記のあり方に、似てきます。逆に言うと、伝統的なタイプの、中国の
より古い時代の、あるいは理念としての都城のあり方に似たプランではないかと言うことが
できます。
　特にいくつか指摘しておきたいのは、藤原宮の北面の門の外の溝を掘ったときに、藤原宮
内の役所から市場に糸を売りに行くという内容を書いた木簡が出土したのですが、それを見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たじひると、北面中門である猪使門と北面東門である腹門を通って市に物を売りに行くと書いてあ
る。そうすると、これは「面朝後市」になります。王宮の北側に市があったということに
なってくるわけです。大宝令の段階では、東西市に分かれたと考えておりますけれども、北
側に市のある「面朝後市」の構成になっていたのではないかと思われます。また藤原京時代
の別の木簡に、「左京小治町」と書いた木簡があることによって、藤原京では、唐の長安城
と同じように、固有名詞で条坊単位を呼んでいたと考えられます。王先生の図8を見ていた
だきますと、唐長安城の条坊があって、日本で言う条坊の大路に囲まれたそれぞれの区画に、
「安仁」ですとか、「崇徳」とかの名前が書いてあります。その名前でそれぞれの単位を呼ん
でいるわけですが、藤原京では、その唐長安城と同じように、条坊の一つのまとまりを、固
有名詞をつけて呼んでいたということが知られます。
　藤原京の場合は、発掘調査で京極がはっきりしたということでわかりますけれども、羅城
は無かったということになります。羅城は無いけれども、方形である。これは朝鮮半島の都
城とちょっと違うわけです。ですから、藤原京の場合は平城京と違って、同時代の中国の都
城に倣ってはいないという面が、むしろ理念的な都城のあり方を学んでいるのではないかと
いうことが、指摘できるわけです。
　また、藤原京の場合は、平城京の場合もそうですけれども、京内に入る土地にあった古墳
は、おまつりしながら壊して平坦に削平したりしております。平城京の場合は残したものも
一部にあるのですが、藤原京の場合は削平しておりまして、例えば新羅の慶州のように、中
に古墳群があるというようなことではないということになります。そして、日本の大宝律令
では、宮都内では埋葬が禁じられているということになるわけです。
　では、なぜ同時代の中国の都を倣わなかったのかというのは、これはよくわからないので
すが、一つの理由付けとしましては、藤原京の造営の際一造営というのは、天武天皇時代
から、持統天皇にかけての670年代の末くらいから694年にかけてです　　、この時代に、実
は遣唐使は日本から行っておりません。663年の白村江の敗戦の後から、701年の遣唐使まで
の間、遣唐使は唐に行っておりません。まあ、行けなかった面もあるのだろうと思います。
白村江の戦いで唐に敗れております。倭からは、701年には、「日本」という新しい国号を
持って遣唐使が渡っていくわけですけれども、ちょうど遣唐使を派遣していない時期に当た
る。この時代、大陸の先進文明は新羅との間の国交を通して入ってきます。新羅使はたくさ
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ん送り出しており、あるいは新羅使が日本列島（倭）によく来ております。そういう形で、
中国の情報はかなり入るとは思いますが、一つの状況証拠としてはそういうことも藤原京の
原型と関係するのかと思います。
　さて、次に藤原京から平城京へというお話に移りたいと思います。と言いますのは、藤原
宮はかなり明らかになってますが、藤原京域はまだ、発掘調査があまりたくさん及んでいま
せんので、平城京のほうが遥かに全体の都城の様子が明らかになっているので、平城京の話
を考えながら藤原京に戻りたいと思います。
　平城京の場合は710年から784年までの都です。律令国家の充実を目指して大宝律令が701年
にできています。藤原京の場合は、飛鳥に近く、伝統的な中央豪族の勢力圏にまだかなり近
いという面があるわけです。ある意味でその膀の緒を切るような形で、律令的な官僚制に編
成しなおす。中央有力豪族の氏姓制的なしがらみを離れて、官僚制の下で、天皇の下に一元
的な構成を実現するというような意味も込めて、奈良盆地の一番南の藤原の地から、奈良盆
地の一番北の平城京の地に移っていった。それを主導したのは藤原不比等だろうと思います。
　平城京の場合は、藤原京の条坊制のあり方を引き継いだ面　　これは岸俊男先生が詳しく
指摘されているわけですが　　と、先ほど言いましたように、プランが藤原京と平城京でか
なり変わった面があるわけです。藤原京を復元した模型は、実は二つありまして、一つは奈
良文化財研究所の飛鳥資料館に置いてあるのですが、橿原市の万葉ホールというところにあ
るほうの模型は、最近の発掘調査の成果を入れて耳成山の北にまで条坊が広がっている模型
です。藤原京は、平城京よりもやや大きいくらい。それが奈良盆地の一番北に遷っていった
ということになります。平城京のプランはお馴染みのものでありますが、北闘型になってお
りまして、また南北にちょっと細長いという、先ほどの四角い中央宮闘型の藤原京とやや
違った構成になって、藤原京を引き継いだ面と、新しく変わった面と、両方あると私は考え
ております。特に、長安や洛陽に似た北闘型になるという変化の背景は、一つの説明として
は、701年に遣唐使が行っておりまして、長安の都を目の当たりにして藤原京に戻ってくる
と、長安の都と大分違うということになってくる、ということも推測できるのではないかと
思います。
　平城京が藤原京と全く同様である点については、平城宮の中に一つは天皇の居所である内
裏、それから二つめに政務・儀式・饗宴などの国家的儀礼を行う大極殿・朝堂院、三つめは
太政官以下の二官八省の国家機構の官庁が立ち並ぶ空間、そういった三要素については、こ
れは藤原宮をそのまま平城宮も引き継いでおります。
　平城京の場合は、中央宮閾型でないということで、朱雀大路で東側の左京と西側の右京に
分かれます。先ほど、長安の朱雀大街は150メートルであるという話を聞いて、平城京の朱
雀大路は74メートルなので、約半分で、やはり唐の都は凄いと改めて感じました。私が説明
するときは、平城京の朱雀大路は4メートル車線を取れば18車線の通路ですよと言って説明
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して広いと言っているのですけれども、長安の半分ということになります。その朱雀大路で
東側の左京と西側の右京に分かれて、条坊制の街路がある。平城京の条坊のあり方は、藤原
京のあり方と似ていますが、それぞれの条坊単位の示し方が、藤原京では固有名詞で「小治
町」というふうに呼んでいたのが、平城京の場合は「左京三条二坊一坪、二坪、三坪、四坪、
五坪、六坪、七坪、八坪……」というように、数字をもってその地点を示すということに
なっているという点が、長安や藤原京と違います。
　藤原京の場合は中央宮關型でしたから、すぐその北に、禁苑を持つということはなかった
のですけれども、平城宮の場合は、先ほどのお話にもあったように、北に松林苑が営まれて
いるということで、長安と大変よく似た構成になっております。
　平城京でも藤原京同様、多くの寺院が京内に営まれておりまして、東大寺などは東側の外
京に接してその外側に営まれるというようなことでもあったわけで、大変壮観であったと見
ていい。藤原京では宅地班給の史料が『日本書紀』にあり、大臣が広い面積の宅地を班給さ
れて、段々、位が下がるにしたがって狭い宅地になるということが知られます。平城京の場
合は、宅地班給の史料は無いんですけれども、発掘調査等によってそういった実態がすでに
明らかになっております。平城京を推定復元した1000分の1の模型は奈良市役所のロビーに
あります。都市の中軸は、南に羅城門があり朱雀大路が中心にあって、北のつきあたりに朱
雀門が開く平城宮があるということになります。今述べた宅地班給等の階層制という問題な
のですが、発掘調査や文献史料から、誰の屋敷がどこにあるかがわかる場合があります。そ
れから、発掘調査によって宅地の面積がわかる場合があります。それらのことから、どうい
う人たちの屋敷がどこにあるか。あるいは面積の広い狭い宅地がどうあるかということを図
にするとその分布がわかります。上級貴族の広大な邸宅群が、平城宮に近いだいたい五条よ
りも北の場所を占めている。一方、宮から遠い八条とか九条の地に、下級官人の屋敷群が営
まれるということになっています。特に下級官人の場合は、八条・九条辺りに64分の1坪や
32分の1坪といった面積です。それに対して、例えば長屋王邸宅は4坪分でありますから64
x4倍になります。長屋王と下級官人との間には、それくらいの落差があるというようなこ
とが明らかになってきております。
　また、平城京では、いくつか庭園が発見されておりまして、園池　　人工的に営まれた池
一一ﾁ徴ある園池が見つかっております。これらの園池は、もちろん上級の貴族や天皇の利
用する国家的な離宮のような場所で営まれたわけですけれども、そうした日本列島の自然風
景を縮図にしたような園池が営まれるのは、やはり都市生活が始まったから必要となったの
だろうと考えています。
（3）
　さて、以上、大雑把な話をしてきたのですが、最後に東アジアの古代都市の都市性という
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問題を少し考えてみたいと思います。時間がありませんので、ざっとお話しますと、やはり、
東アジアの古代都市は、中国あるいは朝鮮半島、そして日本列島も、都城はもちろん上から
設定された政治的な都市と位置づけられます。そして、中央集権的な支配システムとしての
機能を果たしたということが言えると思います。また、そのために都市は荘厳でなければな
らなかったと言えます。そして、もちろん国家仏教としての意味もあるわけですけれども、
寺院の大伽藍がやはり都城にはつきものであり、セットで考えなくてはならないのではない
かと思います。
　また、都城は儀礼の場でもありました。これは、国内においては、例えば地方豪族が都に
出てきて儀礼が行われるようなときには、支配従属関係を再確認する儀礼だと見ることがで
きます。また、外国使節もやって来るわけです。朱雀大路がなぜ平城京の場合でも立派かと
いうのは、外国使節がやって来たときに羅城門から朱雀門まで歩いてもらうために、朱雀大
路の両側だけ垣が立派になっています。そのように、対外関係を意識しても造られている、
見られることを意識して造られているということが言えると思います。
　また都市の対称性という問題では、『周礼』考工記や、それに似た形の藤原京の場合は、四
方対称性を持っております。東西南北の四方を、天皇・皇帝が支配するんだということです
ね。それで、王宮が中央に営まれるということになります。北闘型の都城の場合は、左右対
称性ということになるわけですね。平城京の場合は外京みたいなものが付いておりますけれ
ども、基本的に左京・右京の左右対称性で見ることができると思います。朱雀大路がその中
心軸ということになる。先ほど「子午線」という形で王先生のお話にもありました。ただし、
平安時代になると、その左右対称性が失われていってしまいます。西側の右京が早くさびれ
ていったということが言われます。
　都市と宗教については、先ほど、国家仏教のお話をしましたので、省略いたします。
　それから、都市の清浄性。日本の古代都城の場合には、やはりかなり気を遣って都城の清
浄性を守ろうとしていると考えていいと思います。特に、都市に、疫疾や邪気が侵入するこ
とを防ぐための境界祭祀を行っております。また、京内に墳墓を営ませない、ということも
あります。また、平安時代に入ると、ゴミ問題に対する取締りの命令、すなわち清掃の命令
がしばしば出されております。ただ、逆に言うと、しばしば出されているということは、平
安時代にはだんだんと清浄性が保てない状況になっていった。それは先ほど言った、左右対
称性が失われていくのと同じ歴史過程だというように思います。
　また、都市には階層性の原理が貫かれていると、言っていいと思います。
　一方でまた、都市では流通経済が、かなり展開したと見ていいと思います。大量の人口や
富が集中して、巨大な消費を抱えていました。それを低く評価する見方もできるかもしれま
せんが、私はやはり、藤原京で3万人、平城京で10万人と言われている人々の生活を支える
流通というのは、かなりのものであったと見るべきだと思います。藤原京を造るために富本
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銭という国家的な銭貨が鋳造されたというふうに考えることができますし、平城京の造営に
際しては和同開弥が鋳造されて、流通を担うための材料、素材として、畿内くらいの範囲で
はかなり流通したと考えることができるわけです。
　こうした流通経済というのは、国家はそれを当然統制しようとするわけですけれども、お
のずから回転を始めた流通経済は、国家の統制の枠にはまらなくなります。これは現代でも
そうであるわけで、この先が見えるようであれば、日本経済も今日のように苦しむことは無
いわけです。
　平城京の場合でも、コントロールできなくなります。平城京の場合は、東市と西市を置き
まして、価格統制を行う。市司が交易を監督するわけです。しかし、実際には『正倉院文書』
や『万葉集』を見ますと、盗品が市に出回ったりすることがあるわけです。また劣悪な品質
の商品、これは律令の法制を見ている限りでは、そういうことはありえないのですけれども、
品質の悪い物を買った、買い損なってしまったというような人もいるわけであります。平安
京になりますと、先ほども言いましたように、右京が衰えていったということを反映して、
西市が衰えて、東市が栄えるという関係ができてくる。これを止めるために平安時代の政府
は懸命に、月の前半は片方の市で、月の後半はもう片方の市でというように、とにかく東市
と西市をフィフティー・フィフティーで維持しようと相当苦労するのですが、やはりそれは
できない。これは自立的な経済変動が起こっているということだと思います。こうして、国
家が上から設定した都城なんですけれども、だんだんと平安京において中世的な形の都市に
変質していくのではないかと見通しております。
　また、都市が営まれると、やっぱり都市民が成立します。ヨーロッパ中世史のような自立
した都市民ということではないのですが、都城において、貴族や、大寺院などに依存した形
であるにしても、都市民というものが成立してくる。それで、その都市民を対象とした、仏
教を広める宗教者も行基のように出てくることがあると思います。
　以上、藤原京を中心にお話しする予定であったのですけれども、大雑把な話となりました。
東アジアの都市の中で、日本古代の藤原京を含めて、古代の都城群を比較検討していくこと
が必要であると思っております。それはさらに世界史の上で、世界の古代都市との比較研究
もしていかなくてはならないのだろうと思っております。そのためには、私が今日お話しし
たような話の上に、王維坤先生の大変詳しいご研究のように、比較研究をさらに進めていく
必要があるだろうと思っております。
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